
    【裏面もあります！】 
■介護保険料の推計判明 

知事が古賀を訪問、「地域の力」を実感！ 

古賀に来訪し、市民の皆さんと交流した小川洋知事（後列中央）＝２０１６年１月２２日 

田辺かずき 

福岡県議会議員 

【古賀市】 

古賀発！ただいま 

県政刷新中！ 
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市
民
の
皆
さ
ん
の
「
地
域

力
」
が
十
分
に
伝
わ
っ
た

と
思
い
ま
す
。
ご
協
力
い

た
だ
い
た
皆
様
に
心
か
ら

感
謝
い
た
し
ま
す
。 

  

「
現
場
主
義
」
を
掲
げ

る
知
事
が
県
内
60
市
町
村

を
回
り
、
県
民
と
直
接
対

話
す
る
取
り
組
み
の
一
環
。

今
回
、
中
村
隆
象
市
長
や

私
と
と
も
に
市
内
各
地
を

巡
り
ま
し
た
。 

 

訪
問
の
全
行
程
は
半
日
。

古
賀
の
魅
力
と
可
能
性
、

課
題
の
全
て
を
伝
え
き
る

こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
が
、

郷
土
料
理
「
鶏
す
き
」
を

広
げ
る
取
り
組
み
の
説
明

か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
大
規

模
未
利
用
地
の
「
玄
望

園
」
▽
女
性
農
業
者
の
皆

さ
ん
に
よ
る
農
村
加
工
所

「
ま
ん
ま
実
～
や
」
▽
空 

 

福
岡
県
の
小
川
洋
知
事
が
１

月
22
日
、
地
元
・
古
賀
市
を
訪

問
。
私
も
全
行
程
に
同
行
し
、

企
業
や
農
業
な
ど
の
現
場
視
察

や
市
民
の
皆
さ
ん
と
の
意
見
交

換
を
行
い
ま
し
た
。
都
市
近
郊

で
自
然
に
恵
ま
れ
、
農
商
工
が

息
づ
く
ま
ち
の
魅
力
、
そ
し
て 

調
機
器
で
世
界
に
誇
る

「
西
部
技
研
」
▽
古
賀
に

本
社
機
能
を
移
転
し
た

「
如
水
庵
の
筑
紫
も
ち
」

で
知
ら
れ
る
五
十
二
萬
石

本
舗
古
賀
工
房―

―

を
訪

ね
ま
し
た
。 

 

さ
ら
に
、
市
役
所
で
の

意
見
交
換
で
は
▽
製
造
品

出
荷
額
の
食
品
分
野
で
県

内
２
位
を
誇
る
特
性
を
生

か
し
た
「
古
賀
モ
ノ
づ
く

り
博 

食
の
祭
典
」
▽
古

賀
東
中
学
校
「
朝
勉
＆
朝

弁
」
に
み
ら
れ
る
地
域
と

学
校
が
一
体
と
な
っ
た
子

育
て
（
学
力
と
生
活
習
慣

の
向
上
）
の
先
進
事
例
▽

全
国
最
優
秀
賞
に
輝
い
た

若
手
農
業
者
を
中
心
と
し

た
ス
イ
ー
ツ
コ
ー
ン
の
特

産
品
化
と
食
育
活
動
▽
市

民
目
線
で
活
動
す
る
「
古

賀
す
た
い
る
」
に
よ
る

ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た
地
域

活
動
の
情
報
発
信
な
ど
に

つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
代 

 

表
者
の
皆
さ
ん
に
紹
介
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
に
対

し
、
知
事
か
ら
感
謝
と
激

励
の
言
葉
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
最
後
に
、
私
か
ら

知
事
の
訪
問
に
感
謝
し
、

「
古
賀
の
魅
力
」
を
い
っ

そ
う
引
き
出
し
て
い
く
た

め
、
引
き
続
き
県
と
市
が

し
っ
か
り
と
連
携
し
て
取

り
組
ん
で
い
け
る
よ
う
要

望
を
申
し
上
げ
ま
し
た
。 

 

今
回
の
知
事
訪
問
は
今

後
の
県
政
に
生
か
し
て
い

く
う
え
で
有
意
義
な
も
の

と
な
り
ま
し
た
。
引
き
続

き
、
古
賀
市
を
は
じ
め
市

町
村
と
県
を
つ
な
ぐ
活
動

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。 

裏
面
に
つ
づ
き
ま
す 

田辺の政治活動を連日発信しています！ 

  ＜田辺かずき事務所＞ 
〒811-3103  福岡県古賀市 
  中央 1-6-41-203 
TEL   ： 092-692-8510 
FAX 

  
： 092-410-7730   

 ： challenge@ 
  tanabe-kazuki.jp 

  
 ﾒｰﾙ 

農村加工所「まんま実～や」では女性農業者の皆さんと交流 



「
古
賀
モ
ノ
づ
く
り
博 

食

の
祭
典
」
に
つ
い
て
、
西
昆

の
代
表
取
締
役
専
務
、
平
嶋

健
一
さ
ん
が
説
明
。
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
の
坂
崎
隆
一
さ
ん

か
ら
は
、
古
賀
東
中
学
校
の

「
朝
勉
＆
朝
弁
」
の
取
り
組

み
な
ど
を
紹
介
。
若
手
農
業

者
の
秋
山
隆
哉
さ
ん
か
ら
は
、

「
メ
ロ
ン
よ
り
も
甘
い
」
と

も
評
さ
れ
る
ス
イ
ー
ツ
コ
ー

ン
の
特
産
品
化
と
幼
稚
園
や

保
育
園
で
の
食
育
活
動
に
つ

い
て
。
こ
の
取
り
組
み
で
生

ま
れ
た
農
業
振
興
ヒ
ー
ロ
ー

「
ヨ
メ
ニ
コ
ー
ン
改
」
も
知

事
を
歓
迎
し
た
。
ま
ん
ま
実

～
や
の
舩
越
代
表
も
加
わ
っ

て
い
た
だ
い
た
。 

 

「
古
賀
す
た
い
る
」
代
表

の
戸
田
祐
子
さ
ん
か
ら
は
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
て

市
民
の
力
で
古
賀
の
魅
力
を

打
ち
出
し
て
い
く
情
報
発
信
、 

県市の連携を強化 ― 古賀の魅力を引き出すために 
 

視
察
は
温
泉
で
知
ら
れ
る

薬
王
寺
か
ら
ス
タ
ー
ト
。
旅

館
「
鬼
王
荘
」
で
、
古
賀
の

郷
土
料
理
「
鶏
す
き
」
を
食

べ
、
地
元
の
有
志
で
つ
く
る

「
九
州
鶏
す
き
学
会
」
会
長

で
農
家
の
中
野
晃
さ
ん
が
そ

の
魅
力
を
解
説
。
そ
の
後
、

市
長
や
教
育
長
か
ら
古
賀
市

の
概
況
を
説
明
し
た
。 

 

Ｊ
Ａ
粕
屋
北
部
プ
ラ
ザ
で

は
、
農
村
加
工
所
「
ま
ん
ま

実
～
や
」
の
手
作
り
に
こ
だ

わ
っ
た
加
工
品
づ
く
り
、
郷

土
食
の
伝
承
な
ど
に
つ
い
て

代
表
の
舩
越
美
治
代
さ
ん
た

ち
が
説
明
。
調
理
場
は
ジ
ャ

ム
づ
く
り
の
真
っ
最
中
で
、

あ
ま
お
う
、
ネ
ー
ブ
ル
な
ど

の
ジ
ャ
ム
や
、
「
だ
ぶ
」
を

試
食
し
た
。
な
お
、
「
ま
ん

ま
実
～
や
」
は
２
０
１
４
年

度
の
食
ア
メ
ニ
テ
ィ
コ
ン
テ 

ス
ト
で
優
秀
賞
（
農
村
振
興

局
長
賞
）
を
受
賞
し
、
全
国

で
も
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。 

 

続
い
て
、
世
界
に
誇
る
空

調
機
器
技
術
を
持
ち
、
創
立

50
周
年
を
迎
え
た
「
西
部
技

研
」
の
工
場
を
訪
ね
、
隈
扶

三
郎
社
長
か
ら
企
業
理
念
や

歴
史
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、

工
場
を
視
察
。
同
社
は
経
済

産
業
省
「
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ

経
営
企
業
１
０
０
選
」
に
選

定
さ
れ
、
女
性
が
輝
く
先
進

企
業
表
彰
（
内
閣
府
特
命
担

当
大
臣
表
彰
）
を
受
け
る
な

ど
注
目
を
集
め
て
い
る
。
五

十
二
萬
石
本
舗
の
古
賀
工
房

は
今
年
に
入
り
、
古
賀
市
に

本
社
機
能
を
移
転
。
森
恍
次

郎
社
長
か
ら
直
接
説
明
を
受

け
、
筑
紫
も
ち
な
ど
お
菓
子

の
製
造
工
程
を
学
ん
だ
。 

 

最
後
に
市
役
所
へ
。
食
品

加
工
団
地
を
舞
台
に
し
た 

【所属】福岡県議会・広域行政推進対策調査特別委員会副委員長 
    同・農林水産委員会、議会運営委員会 
    同・タイ友好議員連盟事務局長 
    全国青年都道府県議会議員の会（福岡県世話人） 
    民主党青年委員会事務局長 
    民主党福岡県第４総支部幹事長 
【家族】会社員の妻、８歳の長男、５歳の長女 

西部技研の工場では隈社長から製品技術について説明を受ける 

1980年5月16日生まれ 
1987年 暁の星幼稚園 卒園 
1993年 花鶴小学校 卒業 
1996年 古賀中学校 卒業 
1999年 福岡県立福岡高校 卒業 
      （高51回、現在は同窓会顧問） 
2003年 慶應義塾大学法学部法律学科 卒業 
    毎日新聞社 入社、福井支局 配属 
2006年 大阪本社社会部 配属 
2011年 福岡県議会議員 初当選 
    厚生労働環境委員会（～13年） 
    国際交流推進対策調査特別委員会（～13年） 
2013年 新社会推進商工委員会（～15年） 
    防災及びエネルギー・水安定供給調査特別委員会 
   （～15年） 
2015年 福岡県議会議員 2期目当選 

    ＜田辺かずき プロフィール＞ 

  ブログやフェイスブックなどによる連日の情報
発信に加え、紙ベースの県政報告書（１～２カ月
に１回のペースで発行）で活動をお伝えしており、
ご希望の方には郵送させていただいています。
県政活動の意義と詳細を記していますので、事
務所（０９２－６９２－８５１０）までご連絡ください。 

【対話集会を開催】 【県政報告書の発送】 

お し ら せ 田辺かずき事務所からの 

  私の県議会活動は地元の皆さんの「声」があ
ってこそ。市内各地の公民館で対話集会を継続
的に開催しており、ご連絡をいただければサー
クル活動などの地域の皆さんの集まりにも足を
運び、県政報告と意見交換をさせていただいて
います。事務所（０９２－６９２－８５１０）まで。 

 小川洋知事は県議会12月定例会本会議で、

「団塊の世代」が全て75歳以上となる２０２

５（平成37）年度における福岡県の介護保険

料（月額）の推計が８０７２円となることを

初めて明らかにしました。今年度の５６３２

円に比べて43％の増加。介護予防や健康づく

りに関わる政策の一層の推進が求められます。 

 これは私の本会議・一般質問に対して答弁

したもので、翌日朝刊で西日本新聞も報じま

した。知事は25年度の介護給付費の推計につ

いても、昨年度の約３６８６億円と比べて

49％増の約５５１０億円となることを明らか

にしました。 

 私は質問の中で、県が現在策定作業を進め

ている地域医療構想の実現に伴い、介護保険

料などの増加が想定されると指摘。知事は

「次期介護保険事業支援計画の策定に当たっ

ては、介護サービスの提供体制に加えて、健

康寿命の延伸を図り、高齢者の生活の質を高

め、ひいては介護給付費などの削減にもつな

がる健康づくりや介護予防等を盛り込む。こ

れらの取り組みで高齢者が住み慣れた地域で

安心して生活できるよう地域包括ケアシステ

ムを推進していく」との考えを示しました。 

介護保険料の２０２５年推計が判明 
１２月定例会 

国
政
調
査
の
ネ
ッ
ト
回
答

促
進
企
画
な
ど
に
つ
い
て

紹
介
し
て
も
ら
っ
た
。 

投
票
に
行
け
ば
地
元
の
お

店
で
割
引
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
ら
れ
る
「
選
挙
割
」
や 

【
小
川
洋
知
事
の
訪
問
詳
報
】 


